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金印「漢委奴国王」の読みと意味について 





















   わのな-の-こくおう-の-いん【倭奴国王印】 








   かんのわのなのこくおう-の-いん【漢倭奴国王印】 




















                   [   ]  2 





























   倭 １．wēi於爲切，平，支韻，影。 
     ㊀説文：“順皃。从人，委聲。詩曰：‘周道倭遅。’”參見“倭遅”。 
     ２．wō烏禾切，平，戈韻，影。 
     ㊁古代對日本人的稱謂。漢書地理志下：“樂浪海中有倭人，分爲百餘國。”
注引魏略：“倭在帶方東南大海中，依山島爲國，度海千里。” 
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か ん じ ょ
、
地理志、下〕に、「樂浪
ら く ら う
海中に倭人あり。分れて百餘國となる」、〔魏略
ぎ り ゃ く
〕に
「倭は帶方東南の大海中に在り。山島に依りて國を爲す」「その舊語














   倭 《名》昔、中国で、日本および日本人をさしたことば。▷背が曲がってたけ
の低い小人の意。「倭夷ワ イ 」「倭人在帯方東南大海之中＝倭人は帯方の東南
大海の中に在り」〔三国志・魏書・倭人〕 
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   私も大筋としては同じ考えですが、茂在氏がいささか乱暴にこれらの語を一括し
て同一語とされているのに対し、私はこれらはそれぞれ異なった語で、ポリネシア
語の中のハワイ語によって解釈が可能であると考えています。 





   ハワイ語で、一つのアウトリガーをもったカヌーを「カウカヒ、KAUKAHI」
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   これらのことからしますと、『古事記』等に出てくる「からの」または「からぬ」、
「かるの」は、ハワイ語の 
「カウ・ラ・ヌイ」 
KAU-LA-NUI (kau = to place, to set, rest = canoe; la = sail; nui = large)、「大きな
・帄をもつ・カヌー」 
「カウルア・ヌイ」 
KAULUA-NUI (kaulua = double canoe; nui = large)、「大きな・双胴のカヌー」
の意味と解することができます。 
   また、「かのう」は、ハワイ語の 
「カウ・ヌイ」 
KAU-NUI (kau = to place, to set, rest = canoe; nui = large)、「大きな・カヌー」
の意味と解することができます。 
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   ……『万葉集』の巻二十に伊豆手夫禰（四三三六）、伊豆手乃船（四四六〇）と 
  二例伊豆国産の船が詠まれており、奈良時代中期には大阪湾に回航され、使用され 
  ていたことが知られる。その船は伊豆手船すなわち伊豆風の船と呼ばれているから、 
  熊野船（巻十二、三一七二）、真熊野之船（巻六、九四四）、真熊野之小船（巻六、 




  る伊豆手夫禰」とあるから、これを防人の輸送と解し得るなら、その特徴は大量輸 





 巻第二十（四三三六）206)  
防人の 堀江漕ぎ出る 伊豆手
て
船 梶取る間なく 恋は繁けむ 
 
 巻第二十（四四六〇）207)  
堀江漕ぐ 伊豆手
て








 例えば、beer や card という単語は、「啤」や「卡」という訳で、一応、事足りてお
り、特に単語の一部であれば、問題はない（例：扎啤、〔ジョッキに入れた〕生ビー
金印「漢委奴国王」の読みと意味について 





































『中国言語文化研究』第 11 号 












浦廻漕ぐ 熊野船着き めづらしく かけて偲はぬ 月も日もなし 
 
 巻第六（〇九四四）211)  
島隠り 我が漕ぎ来れば ともしかも 大和へ上る ま熊野の船 
 
 巻第六（一〇三三）212) 
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ある。 
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  『新字源』【倭人】わじん  むかし、中国人が日本人をよんだよび方。 
       【倭奴】わ ど  むかし、中国人が日本人をいやしめていったよび名。 
  『広辞苑』わ-じん【倭人・和人】中国人が日本人を呼んだ古称。 
       わ-ど【倭奴】［新唐書東夷伝、日本］古代中国人が日本人を称した語。→倭
奴国わどこく 
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   一丈は、三メートルであり、三千丈は、九千メートル、九キロメートルである。 
  髪を切らなければそこまで長くなるかもしれないが、普通に日常生活ができるはず 
  はない。中国人は何と大袈裟な民族なのか、と日本人は考えているが、李白は大袈 
金印「漢委奴国王」の読みと意味について 
                   [   ]  18 







































































   志本爾夜岐  しほにやき （塩に焼き） 
   斯賀阿麻理  しがあまり （其が余り） 
   許登爾都久理  ことにつくり （琴に作り） 
   賀岐比久夜  かきひくや （かき弾くや） 














   布礼多都  ふれたつ （触れ立つ） 









   佐夜佐夜  さやさや （さやさや）  〔荻原浅男、鴻巣隼雄1973.p.289〕 
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   There were three houses on the top of the mountain. 
は、housesを[hausiz]と読みを間違えても、意味は正しく取れよう。しかし、 





















 フランス語のMont Blancは、前置修飾語で言うなら、英語のwhite mountainに相
当しようし、英語には、There is something noble about him.やa friend in need is a 
friend indeed のような後置修飾表現もある。中国語の共通語では、おんどり、めんど
り、を、公鶏、母鶏、と言うが、南方方言では、後置修飾表現で、鶏公、鶏母、と言う。 
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to place, to set, rest = canoe と説明しているが、自身の HP（夢間草廬、
http://www.iris.dti.ne.jp/~muken/）では、kau = canoe としている。Mary 
Kawena Pukui & Samuel H.Elbert 1986には、「kaukahi. n. Canoe with a single 
outrigger float」(p.135)、「kaulua.nvi. Double canoe」(p.137)の例があるので、
kau を canoe と理解するのに問題はない。修飾語がなくとも、「kau」だけで使わ
れていたであろう。 
  引用文は、KAMAKURA OUTRIGGER CLUB、http://leiland.com/outrigger/ 
  column.shtml?kodai.html. Copyright (C) 1999-2002 KAMAKURA OUTRIG- 



















  原文：保利江己具 伊豆手乃舟
● ● ○
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結びつける」の意味である（molo. vt. to tie securely. Mary Kawena Pukui & 










                   [   ]  26 
であろう。巻第六の山部赤人の歌（九四四）にも「大和へ上るま熊野の船」が詠ま
れている。 






附 目頬志久 懸不思 月毛日毛無。（同書同頁） 























  ま熊野の小船→九四四（ま熊野の船）。 
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   倭 - 上古音 uar 中古音・ua 近古音 uo 現代音 uə 
   奴 - 上古音 nag 中古音 no(ndo) 近古音 nu 現代音 nu 





  よいだけのことであるが、『広辞苑』には、次のような例がある。 
  日本では、桜の咲く頃に空が薄く曇ることを「花曇り」と言い、春の季語にもなっ 
  ている。これまでは水蒸気が多いためと考えられていたこの現象は、そのような説 
  明ではもはやいけないらしく、『広辞苑』（第五版）では、水蒸気が多い、という部 
  分を削除している。古人が「花曇り」と考えた現象は、恐らく、水蒸気によるので 
  はなく、どうも黄砂によるらしい、ということがわかったからではないだろうか。 
307)但し、倭人(委(倭)奴国の使人)が漢字を知っていた/書けた可能性や、倭人(委(倭)
金印「漢委奴国王」の読みと意味について 











































『中国言語文化研究』第 11 号 





316)引用の通り、井上氏が nui = large としているが、辞書の説明も挙げておきたい。 
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